
私たちは ､ 幼稚園､ 小学校 ､ 中学校間 の 学校 の 枠を超 えて の 連携研究 か) キ ュ ラ ム を作成す る にあた っ て
､

こ れま で の 連携研究 の 成果と課題 を踏まえ ､ 教科 ･ 領域を焦点化した連携教育課程を作成する こ とから始め

る こ とが有効で あ る と考えた ｡

そし て
､ ｢ 創造的 な知性を培う｣ で大切 に す る ｢ 感性｣｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ をは ぐくん で い く

こ とを連携 の 目的に 1 つ に挙げ
､

まずは､ 系統性 の見えやす い 科学系教科等 の 連携カ リキ ュ ラ ム から着手し

幼・小・中附属長岡校園　第2章

ていく。

科 学 教 育 に 重 点 を 置 い た

連携カリキュラムを編成

て は
､ 現行 の 学習指導要領 の 枠を超え て教育課程の 改善 に取り組む

こ と に よ っ て
､ 先進的 で 提案性 の ある幼 ･ 小 ･ 申達携 の 姿を示す こ とが可能に な る と考え､ 文部科学省 の研

究開発学校 に応募した｡ そ の 研究開発課題 は
､

以下 の も の である ｡

研究開発課題

創造 的な知性 と自然 との 共生の心 を培う ｢ 科学的な感性 ､

科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を は ぐく む幼稚園 ･ 小学

校 ･ 中学校の12 年間を見通 した教育課程の研究開発

附属長岡校固で は ､ 平成1 5 年度 - 1 7 年度 の 3 年間､ 文部科学省の研究開発学校と して の 指定を受けた｡

本項は､ 研究開発課題 に向け て
､ 現行 の 学習指導要領 に よらな い 特例措置を受け て取り組ん できた成果 の

一

端である ｡ よ っ て
､ ｢ 自然科学科｣ ｢ 科学/ 技術科｣ 等 の 新設教科の 設定 ､ 算数科 ･ 数学科の 時数増を行

い 教育課程 の 改善 に取り組ん で い る ｡
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Ⅰ 科事れ▼に暮点をt いた連携& 書書専のgF究什年

1 科学教育に重点を置く理由

(1) 地域性 か ら

当校園 は新潟大学 の 附属校である と い う点 に加え
､ 近隣 に国立長岡技術科学大学 ､ 国立長岡工 業高等

専門学校､ 県立長岡高校 ( ス
ー

パ ー サイ エ ン ス ･ ハ イ ス ク ー

ル 指定校) などがあり ､ 科学教育を推進す

る の に大変恵まれた環境の 中に あ る ｡ こ れら の 好条件を利用し
､ 充実した科学教育を推進 で き る と考え

て い る ｡

(2) 社会の 要請か ら

科学 の 進歩は様 々 な自然現象や人体､
生命 の 不思議を解き明かし てきた ｡ また

､ 科学や技術 の 進歩は

人間 の 生活水準を飛躍的 に向上 させ た｡ 文明 の 利器と して
､

より多く､
より速く ､ より安く､ より楽に

と い っ た身体的 ･ 物質的な豊かさや快適さを極め て 短時間に実現 した｡ そ の
一 方 で環境問題や医療 ･ 食

料問題な どが顕在化して い る の も事実で あ る ｡ 2 1 世紀を迎 えた今､
こ れま で 以上 に科学や技術が人間 の

尊厳､ 社会の 安全 ､ 持続可能な発展と い っ た理念に導かれたも の へ と変わ っ て い かなくて は ならな い
｡

そ の 原動力となる力が
､ 我々 の 感性で あ る ととらえ て い る ｡

生命倫理 に 関する 問題な ど
､ 科学や技術 に対す る我 々 の 感性が大きく問われ る時代に な っ て い る ｡ ま

た
､ 科学や技術 の

一 層 の 進歩ととも に ､ 科学リ テ ラ シ
ー

の 滴養が望まれ て い る ｡ 科学が自分たち の 社会

の あり方､ 自分たち の 生活に どの ような影響を与え ､ どの ように それを左右し ようとす る の か
､

と い う

こ と に 関心 を持 っ て い く こ とが求め られ て い る ｡

学校教育 に お い て は
､ 科学 リ テ ラ シ ー

の 滴養､ お よ び こ れま で の 個別 の 学問領域から の ア プ ロ ー チ で

は解決で きな い ような複雑な要因 の からま っ た現代 の 諸問題を解決で き る力､ 新たな科学や技術を生 み

出す力をは ぐくむため に
､ 各教科 の 知識 ･ 技能の確実な定着 に加え

､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方及び

豊かな感性をはぐく む こ とが必要 で ある ｡

附属長岡校園が置かれ て い る
､ 地域性や社会の 要請か ら考え ､ 科学教育 に 重点をお い た教育課程

を実施し ､ ｢ 創造的な知性｣ に つ なが る 科学的な資質 ･ 能力を は ぐくむ こ とを目指し て い くこ とか

ら
､ 幼 ･ 小 ･

申達携研究 に取り組ん で い く ｡

2 ｢ 科学的な感性 . 科学的な もの の見 方
･ 考え方｣ をはぐくむ

科学教育 に 重点を置く こ とから
､ ｢ 創造的な知性｣ を以下 の よう に焦点化する ｡

科学教育に 重点を置 い た ｢ 創造的な知性｣

問題解決 の 過程で ､ ｢ 科学的な感性､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を豊か に しながら ､ 新たな概

念 ･ 認識 ･ 価値観を創りあげ る能力

科学教育 に 重点を置い た教育課程を編 成す る に あた っ て
､ 自分 に と っ て 価値を感じ取り

､
追求して い こ

う とす る能力で あ る ｢ 感性｣ の うち ､ 特に
､ 学習対象 の 中に分析的 ､ 総合的 に考察しう る も の を感じ取り

､

科学的 に探究す る こ と に価値を見出す ｢ 感性｣ を ｢ 科学的な感性｣ と考え
､

以~F
ー

の よう に
/

-/f 毒す る o

:

* ｢ 科学的な感性｣ -=一-----------I- - -------------- - - ------------I-----一---------------- - - - -一- - - ----------------=
l

萱 外界 の ひ と ･ も の
･ こ とから構成され る学習対象とL

'

j 分と の かかわりを感覚と知覚 に よ っ て把握 萱
I l

弓 し
､

そ の かかわり の 中 に科学的に探求す る価値を見出 し､ 追求して い こ うとす る能力で あ る o 萱

｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ て 問題を解決して い こ うとす る 見通 しをも っ た状況に向かう

｢ 感性｣ と して ｢ 科学的な感性｣ を描き ､ ｢ 科学的な感性｣ をはぐく む教育課程 の 編成を目指して い く ｡
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3 科学教育に重点を置 いた連携教育課程編成に向けて の第 1 年次研究計画

(1) 研究仮説

｢ 創造的な知性を培う｣ た め の 校閲 の 連携教育課程を どう編成 して い くか ｡ 第1 年次は ､ 連携研究 主

題 ｢ 創造的 な知惟を培う｣ を
′乏け , 次 の ような仮説を立 て た ｡

① 現行 の 幼稚園教育要領 の 5 領域 を科学 の 視点で捉え直し
､

遊び の 中で知的好奇心 ･ 探究心をは ぐ

くむl勺谷領域 ｢ かがく｣ を設定し､
′ト学校と の 円滑な科学教育 の 接続を図 っ た連携カ リ キ ュ ラ ム を

開発す る ｡

② 科学的な概念を社会的文脈や自分と の 生活と の 関係に お い て学ぶ 小学校 ｢ 自然科学科｣ を新設 し ､

そ の 学びを時数増を行う中学校理科と科学や技術と人と の かかわりを実践的 ･ 体験的に学ぶ 新設 の

中学校 ｢ 科学/ 技術科｣ - と つ なげ る ｡ こ れから の 科学や技術 の あり方を追求する連携カ リキ ュ ラ

ム を開発する ｡

④ 数学的な概念 ･

原理
･ 法則 の

一

貫性 ･ 整合性を図る こ とと ､ 実物実験 ･

思考実験 に よ る数学的な

感件 の 感得を目指した小学校算数科と中学校数学科 の 連携 カ リキ ュ ラ ム を開発する ｡ 算数科 ･ 数学

科とも時数増を行う ｡

④ 各教科で 培 っ た資質 ･ 能力を総合化する学習場~面として の 小学校 ｢ 科学探究科｣ と中学校 ｢ サイ

エ ン ス コ
ー

ス｣ を創設 し､ 各教科で の 学びを科学と い う視点から深化 ､ 発展させ て い く ｡

以上 の 取組 に よ り ､ 科学や技術 に 興味 ･

関心をもち ､ ｢ 科学的な感性｣ を働かせ て
､ ｢ 科学的なも

の の 見方 ･ 考え方｣ を広め ･ 深めなが ら
､ 探究し て い くととも に

､ 自分で考え ､ 的確に判断し､ 行動

･ 実践す る こ と の で き る子どもを育て る こ とが で き る の で はな い か ｡

(2) 第1 年次の 研究課題

上記の仮説を検証す る ため に ､ 以下 の 5 つ の 研究課題 を設定し
､ 研究を進め て い く ｡

① 研究組織 の 編成 と運営及 び評価

幼 ･

′ト 中 の 職員 の 合同研究推進組織作りとそ の 運営を行うo

幼 ･

小
･

中が
一

体とし て取り組ん だ研究組織作りとそ の 運営 の 方策を評価し
､ 改善し て い く｡

② 新設教科の 新設 の 趣旨･ 基本方針 ･ 目標の 設定及び時数増教科の 時数増の 趣旨･

基本方針 ･

目標の 設定

科学 に 関わ る教科等は子 ども の 実態､ 現行指導要領 の 問題 点､ 校園全体で とらえた ｢ 科学的

な感性､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の はぐくみ 等を基 に ､ 教科 の 趣旨､ 基本方針､ 目標を

設定して い く｡ 実践 を積む中 で
､ 随時改訂をし て い く｡

③ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の 教科等で の とらえ の 設定とそ の はぐくみ の 評価

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の とら えを幼 ･ 小 ･ 中で 共通理解した上 で
､

各教科等で はぐく む ｢ 感性｣ とは何か
､

は ぐくむ ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ とは何かを

明らか に し て い く ｡

また ､ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ をはぐくむと い う視点か ら
､ 教科 の

評価 の 観点を見直すととも に ､ ｢ 科学的な感性｣｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の 評価方法 の

開発を行 い
､ 評価し て い く ｡

④ 科学 に 関わ る教科 の 連携 カ リ キ ュ ラ ム の 作成

まず ､ どの 教科同士 で連携を回 っ て い くかを検討し
､ 連携を明確に して い く｡
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各教科等 の 学習内容 の 系統性及び各教科等 で とらえ る｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なも の の 見方

･ 考え方｣ を編成 の 軸とし て 幼 ･

小
･

中1 2 年間 の 学び の 連続性を意図 した かノキ ュ ラム を作成す

る ｡

科学以外の 教科 に つ い て は ｢ 感性｣ ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ をはぐくむと い う視点

か ら
､ 従来の 教科指導を見直し

､ 教科 カ リキ ュ ラ ム の 再編を行う｡

(9 連携教育課程 の 編成と評価

新設教科設定な どに伴う ､ 科学教育 に 重点を置 い た連携教育課程を校園で 編成する ｡ 他教科

の 取組も含め
､ 校国全体で ｢ 感性｣ ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の はぐくみを目指す｡ そ

して 科学に 重点を置 い た教育課程 の有効性 に つ い て ｢ 科学的な感性､ 科学的なも の の見方 ･ 考

え方｣ の はぐくみと い う点から評価する ｡

(3) 第1 年次研究の 評価方針

前述 した 5 つ の 研究課題 のうち ､ 研究課題①研究組織 の 編成と運営､ 研究課題③ ｢ 科学的な感性 ､ 科

学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の 教科等 で の はぐくみ
､ 研究課題⑤連携教育課程 の編成 に つ い て の 評価 の

方針を以下 の よう に定めた ｡

① 研 究運営組織の 評価 (研究課題①に つ い て)

幼稚園 ･ 小学校 ヰ 学校 の 職員 に よ る自由記述 の評価を行 い
､
以下 の組織 に つ い て改善して い く ｡

(i) 幼 ･ 小 ･ 中科学教育推進委員会 (ii) 3 つ の 教科連携 グ ル
ー プ及び評価グ ル

ー

プ

② 単元評価 (研 究課題③に つ い て)

(i) 評価 の 観点の 設定

評価の 観点を ､ ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ ､ ｢ 科学的な感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ ､ ｢技

能 ･ 表現｣ ､ ｢ 知識 ･ 理解｣ の 5 観点と設定す る ｡

｢ 関 ･ ト 意欲 ･ 態度｣ は
､ 自分と学習対象と の 関係性の気づ き に よる学習意欲 の 高まりを評価

す る観点で あ る ｡

｢ 科学的な感性｣ は
､

こ の 関心
･ 意欲 の 高まりを受け て の ｢ 学習対象と の かかわりの中に科学

的に探究する価値を見出す能力｣ を評価する観点である｡

｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ は
､ ｢ 分析的あ る い は総合的な思考力｣ を評価する観点で あ

る ｡

本研究 に お い て は
､ 従来 の ｢ 思考 ･ 判断｣ を ､ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なも の の見方 ･ 考え方｣

の 2 観点に分ける こ ととし
､ 全体とし て は他の 観点と併せ て 5 観点とする ｡ 単元 ご と に 5 観点を

設定し
､ 観察対象児 に つ い て は

､ 次頁 の よう な ｢ 評価 の プ ロ フ ィ
ー

ル｣ を作成する ｡

こ の プ ロ フ ィ
ー

ル に より ､ 観察村象児 の単元 ご と の 評価 の 比較や評価 の 5 観点 の 関連を考察し

て
､ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考

え方｣ の はぐく み を評価したり ､ 評価 の 観点 の

妥当性を検討したりし て い く ｡

(ii) 新たな評価方法 の 開発

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の見方 ･ 考え

方｣ を評価す る ため に ､ ポ
ー

ト フ ォ リ オや コ ン

セ プト マ ッ プ等 の 活用 に加え ､ 各教科 に お い て

新し い 評価方法の 開発を行 っ て い く｡
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具体的に は新し い 評価方法とし て パ フ ォ
ー マ ン ス テ ス ト等 の 開発 に力を入れ て い く ｡ 開発 に あ

た っ て は以下 の 条件を重視し
､ 各教科 の 特色を活かした評価方法 の 開発 を目指して い く ｡

ア 求め る能力や技能を
､ 実際に活用 しなければならな い ような課題を用 い て 評価す る ｡

イ
ー

宕 の 意味 の あ る学習活動を設定し て評価す る ｡

り 複合的な技能や能力を活用す る課題 を用 い て 評価す る ｡

エ 時間的 に長期 に わた る学習活動を用 い て評価す る ｡

オ 生徒が自分で 作品や製作物を作り出す こ とを評価する ｡

③ 連携教育課程の 評価 (研 究課題⑤に つ い て)

(i) ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の 共通意識調査

附属長岡校園 の1 2 年間 の 教育課程で研究 の 成果を示す た め に
､ 幼 ･ 小 ･ 中 に共通 した意識調査

を作成する こ ととした｡
こ の 調査 の 目的は① ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を

はぐくむ科学教育 の 成果を評価す る ため の 尺度を作成す る こ と
､ ②そ の 尺度を利用し て

､ 今後 の

研究評価 の ため の デ ー タ を収集する こ と､
の 2 点で あ る ｡

こ の 意識調査は毎年度当校園 で 実施す る ととも に ､ 県内 の 他附属 の 幼稚園 ､ 小中学校 で も実施

を依頼し､ 比較 ･ 検討し て い くこ ととする ｡ 第 1 年次は 6 月 に幼 ･ 小 ･

申それぞれ 1 校ず つ 他校

に調査を依頼し､ 得た デ ー タ を解析して い く ｡ なお ､ 幼稚園児及び小学校1 ･ 2 ･ 3 年生 に つ い

て は ､ 自己評価 に よ る デ ー タ の信潰性を考慮し て ､ 保護者が子ども に つ い て 回答する意識調査を

実施す る ｡

(ii) 標準学力 テ ス ト ( C R T
､

N R T ) に よる基礎学力 の 評価

新し い 教育課程を編成､ 実施し て い く 中で
､ 現行学習指導要領の 学習内容 の 達成が十分保障さ

れ て い る か どうかを明 らか にする こ とと
､ ｢ 科学的な感性｣｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ と基

礎学力と の 関連を み る ため に C R T
､

N R T を実施し
､ 結果を解析して い く｡ 毎年の デ ー タ を蓄

積し
､ 教育課程を評価 ･ 改善して い く o
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Ⅱ 連携教育課程の実除と評価

第1 年次 の 研究計何 でホした 5 つ の 研究課題 に 即 して
､ 当校固 で どの よ う に 連携教育課程を編成 し

､ 実施

して きたかを述 べ る ｡

1 研 究組織の編成と運営及 び評価

(1) 研 究組織 の編成と運営

学校間 の 枠を超え て 連携す る こ とは多く の 困難があ る ｡ こ れま で の 研究 ス タ イ ル の 違 い や研究 に対す

る考え方 の 違 い な どを どう克服す る かが課題 で あ っ た｡ 合同 の 研修の 日を水曜日 の 放課後と設定し ､ 時

間 の 確保を図 っ て きた ｡ 全体研修､ 連携教科同士 や評価部 の 研修な どに そ の 時間を割り当て研修を深め

て きた｡ しか しながら
､ 学校毎 の 行事 の 関係で 調整が難しく困薙を感じ る こ ともあ っ た｡ 研修を推進し

て い く研究主任会が
､ 早め早め に計画を立 て

､ 研修を進め て い く必 要を感じる ｡

組織 に つ い て は
､ 小 申達携を ふ まえ

､ 科学 に 関 わ る教科を 3 つ の 連携グ ル
ー プに 分 け研修を深め て き

た｡ ま た
､ 評価部を設置し

､ 連携 グル
ー プ の 代表者を交え て 会合を行 っ て きた ｡ また

､ 幼 ･ 小 ･ 中と い

う縦 の 教科連携だけ で は不十分 で あり ､ 科学 に 関わ る教科全 て を横に つ なぐ研修 の 必要性から ､ 科学教

育推進委員会 ( 各教科 の 教科主任に よ る 会) を年度途中で発足 さ せ た｡ 互 い の 教科 で の 研究 の 推進状況

や ､ 連携 グ ル
ー プ間で どう ｢ 科学的な感性｣ や ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ で の 関連を図 っ て い く

かを話し合う場とした｡ また
､ 新潟大学教育人間科学部 の 先生方1 1 名からな る 運営指導委員会を組織し

､

定期的に連携教科指導や学校運営 ､ 学校評価 の 指導を受けなが ら
､ 研究を推進し てきた｡
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(2】 研 究組織 の評価

①成果

･ 3 つ の 連携 グ ル
ー プで は

､ 月 1 回程度 の グ ル
ー プ研修を中心 に ､ 各校園 の 授業公 開や ､ 指導案検討

など実質的な連携を図 る こ とが で きた｡

･ 組織 の 柔軟な見直しを通 して
､ 教育課程 の つ ながりな どが明確に な っ て きた ｡ 科学教育推進委員会､

幼 ･ 小接続期推進 グル
ー プを編成した ｡

･ 定期的な幼 ･ ′ト 中全体研修目 の 設置に より ､ 研究 の 全体像 ､ グ ル
ー

プ に おけ る進捗状況を全員で

把握す る こ とが で きた｡ 全体研究 の 中で の 自グ ル
ー プ の 位置づ けを再確認しながら研究を進め て い

く こ とが で きた ｡

(参課題

･ 組織が複雑 に なり
､ 構成員が複数 の グ ル

ー

プ に所属す る こ と に より
､ 能率良く会議をも て な い 組織

が生 じた｡ 独立 して 会議を行う こ とが で き る構成員 の 編成を行う必要が ある ｡

･ 科学教育推進委員会 に評価部 の 職員が含まれ て おらず ､ 全体で 統
一

された ｢ 科学的な感性｣ ､
｢ 科学

的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の 評価規準 の 設定､ 評価方法 の 開発が遅れ て い る ｡

･ 研究に 関す る様 々 な決定事項や会議 の 日程等 の 情報を ､ 関係者が ス ピ ー デ ィ
ー に共有す る シ ス テ ム

の 構築が望 まれ る ｡

2 新設教科の 新設の 趣 旨 ･ 基本方針 ･ 目標の 設 定及び時致増教科の 時数増の 趣 旨 ･ 基

本方針 ･ 目標の設定

(1) 科学教育に か か わる子 どもの 実態

①幼稚園

仝保護者対象 の ア ン ケ
ー

トから
､ 次 の ような こ とが見え て きた｡ 子 どもたち は動植物 に 興味はある

も の の ､ 虫やそ の 他 の 生き物を つ かまえたり､ 植物を使 っ て 遊 ん だりす る体験は割合に少なく､ 家庭

で動植物を育て ､ 実際 に自分で 世話を して い る子はさら に少な い
｡ 身 の 回り の 自然現象 に つ い て は

､

多くの子が美しさや神秘さ ､ 不思議さを感じて い る が
､ そ の 仕組み や原因に つ い て ま で考え る子は少

な い
｡ 友達と の かかわり に お い て は､ 自分の 思 い や考えを話す こ とは比較的よくで きるが ､ 友達 の 話

を聞こうとする姿勢は弱 い ｡

以上 の ような こ とか ら
､ 子 どもが もの の 性質や仕組 み に気付 い て

､ 遊 びをさら に楽しく したり ､ 友

達と情報や ア イ デ ィ ア を交換し ､ 考えを深め たり して い けるよう に して い きた い
｡ そ の ため に

､
遊び

を通して様 々 な自然や身 の 回り の 事象と出合 い 感動す る ような体験を数多く持たせ て い く必 要を感じ

て い る ｡

(丑小学校

理科に つ い て は
､ 学習そ の も の に つ い て 饗しさを感じて い るが ､ 実験や観察な ど活動す る こ と の 楽

しさ に とどまり
､ 自分 の 生活と つ な い で大切 で あ る と い っ た理科を学ぶ 意味や価値を見出 して い る と

は言 い 難 い
｡

算数 に つ い て は
､ 学年が進 む に つ れ て｢ 難しい｣ ｢ 退屈で あ る｣ と い っ た子 どもが増加し

､ ｢ 好き｣｢ 嫌

い｣ の 2 極化が進む傾向に あ る ｡ 数学的なおもし ろ さをとらえ て い る とは言 い 難 い ｡ ま た
､

理科､ 算

数に共通す る こ とと して 公式や法則を暗記す る な ど､ 覚え る こ とが大切 で あ る と い っ た学習観が学年

が進む に つ れ て 増加す る傾 向に あ る ｡

理科 ､ 算数は
､ 本来､ 自ら考え

､ 創り出すと い っ た創造的な知的活動が大切 に され る教科で あ る が
､

子どもは必ずしもそ の ような学習観を持 つ に は至 っ て い な い ｡ 国語､ 社会等 に 比 べ て
､ 学年が進む に
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つ れ て 顕著に な る子ども の 学習観 の 歪 み を解決し て い く ため に は､ 系統的な色合 い が強 い 理科 ､ 算数

に お い て
､ 幼稚園 ､ 小学校 ､ 中学校が連携 して カ リ キ ュ ラ ム の 改善を図 っ て い く こ とが大切 で あ る と

感じ て い る ｡

③中学校

学習 の 到達度に つ い て は
､ 各種テ ス ト の 様子から十分な達成が理科 ･ 数学共 に見られる｡ 関心 も高

く ､ 知識
･ 技能の 習得も十分と言え る ｡

一

般的 に は数学嫌 い
､ 理科離れと言われ て い る ｡ こ の 点に つ

い て の 当校 の 学習意識調査 の 結果から
､

生徒たちは数学は必 要だと感じて い る 反面 ､ 数学が難し い 教

科で ある ととらえ て おり ､ 苦手意識があ る と言える ｡ また他 の 教科と比較すると数学が好きで はな い

と答えて い る 生徒は多か っ た｡ 理科に つ い て は
､ 理科離れを示す デ ー タ は なか っ た｡ しかし､ 日常生

活に おける自然体験 の不足や理科学習 の 意義や意味 に つ い て の認識 に は
､ 未だ浅さが感じられ る ｡ 科

学や技術 に かかわる知識は豊富で あり､
また環境問題 な どに対す る関心はかなり高 い こ とが実施した

調査から窺える ｡ しか しながら科学や技術が ど の よう に環境問題 など の 諸問題 と関わ っ て い る の か に

つ い て考えが及ん で い る生徒は少数 である ｡ 特に自然環境と の 調和や他 の 生物と の共存を目指しなが

ら ､ 進歩する科学や技術 の 動向や現状をとら る
､

と い うと こ ろ ま で は至 っ て い な い
｡

(2) 幼稚園､ 小学校 ､ 中学校に おける教育課程編成の基本方針

創造的な知性を培う ｢ 科学的な感性､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ をは ぐくむ教育課程の編成を以

下 の 基本方針 に従 っ て 作成する ｡ なお
､ 本研究は平成1 5 年度から平成1 7 年度ま で文部科学省 の 研究開発

校に指定され
､ 現行 の 指導要領の枠に とらわれずに教育課程を編成する こ とが可能とな っ て い る ｡

①幼稚園

幼児 の ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の め ばえをは ぐくん で い る姿を
､ 現行幼稚

園教育要領の 5 領域から み とる より ､ よりそ の 姿を適切 に捉えられ る よう 4 つ の 内容領域を設 ける ｡

具体的に は幼稚園教育要領 5 領域 に示され て い る5 0 の内容を科学教育 の連携と い う視点で 再編成し､

内容領域 ｢ かがく｣｢ 表現｣｢ かかわり｣｢ せ い か つ｣ を設 け る ｡

幼稚園教育要領 5 領域 の 内容の 中で ､ 自然の事物 ･ 硯象を見たり触れたりす る こ と の 面白さや数量

や図形に触れ る楽しさ ､ 物 の 性質や法則性 に気付く面白さを感じたり ､ それら に村する感覚を豊か に

したり､ 主体的 に かかわ ろうとしたりする知的発達 に かかわ る心情 ･ 意欲 ･ 態度面を主 に はぐくむ内

容を中心 に まとめたも の を内容領域 ｢ かがく｣ とする ｡

内容領域 ｢ 表現｣ で は
､ 現行幼稚園教育要領 の表現領域 の 内容に

､ ｢ 言葉｣ に 関す る 内容を付加し､

より広 い 意味で の 表現 の 能力とそれ に よ っ て感性をはぐくむ こ とをねらう ｡ 内容領域 ｢ かかわり｣ に

お い て は､ 友達と
一

つ の 目的に向か っ て 遊 びを展開し
､

より よ い 工 夫を考え合 っ たり ､ 身近な社会生

活を遊 び に取り入れなが ら社会 の 仕組 み を考えたりな ど
､ 人や社会と の かかわり ･ きまり に つ い て の 内

容をまと め た ｡ 内容領域 ｢ せ い か つ｣ で は
､ 自己 の 健康をより意識 し､ 固生活の 基盤ともなる生活習

慣や心身 の 健康 に つ い て は ぐく ん で い くこ とが で き る も の をそれぞれ現行幼稚園教育要領 の ｢ 人間関

係｣｢ 健康｣ の 内容から選 びまとめた ｡

遊 びを展開し て い く過程に お い て
､ 幼児は心身全体を働かせ て活動す る ｡

つ まり ､ 様 々 な側面 の 発

達に と っ て 必 要な経験が相互 に関連 し合 っ て積み 重ねられ て い く の で あ る ｡ そ こ で
､ 幼稚園 に お い て

は上記4 つ の 内容領域 を相互 に 関連させ
､ 総合的 に指導して い く こ とを大切 に し て い く ｡

②幼 ･ 小接続期

子ども は環境と主体的 に かかわ っ て 遊 ぶ 中で
､ そ の 子なり に事象 の 性質や仕組みを理解し

､ 自ら の

世界を広げ て い く存在で あ る ｡ こ の ような子ども本来の 学ぶ 姿を必ずしも具現で き て い な い 現状 に あ

- 1 8 -



る ｡

幼稚園と′ト学校の 校柱間 に は学校文化 (教育目標､ 指導観 ､ 学習観､ 学習形態等) の 違 い に よ る 段

差が あ る ｡ 幼経国で幼児 の 生活や発達､ 興味 ･

関心を大切 に し ､ ｢ 遊 び｣ を 中心 として 総合的 に ねら

い を身に付けて い く指導が行われ ､

一

方､
′ト学校 で教科内容や時数を規定して 教科等を 中心とした指

導が行われ て い る ｡
こ の 段差は入学を境に 成長を期待す る も の とし て 必要なも の で もあ る が

､
ややも

す る と子 ども の 発達を分断して しまう こ と に もなりかねな い ｡ い わ ゆ る ｢ 小 1 プ ロ ブ レ ム｣ の 発生 が

こ こ に 起因し て い る と の 分析もあ る ｡

そ こ で
､ 幼児期から小学校 の 時期 の 教育課程 に改革 の 必要性を感じ

､ 中間 ス テ ッ プとし て の 幼 ･ 小

接続期を設定す る こ ととした｡ 幼 ･

′ト接続期は幼稚園年長児1 1 月から小学校 1 年生 7 月ま で とす る ｡

幼少期 に おける子ども の 発達段階をふ ま え て 遊 び の 中で総合的 に学ん で い ける カ リキ ュ ラ ム の 編成と

保育 ･ 授業の 改善を行う｡ さら に
､ 物事 に積極的 に かかわ る態度と探究す る態度 ､ 仲間と学び合う態

度を はぐくむようにする ｡

接続期 に お い て は科学に関す る内容を総合的 に取り扱う ｢ 幼 ･ 小接続期 『かがく』｣ を設定す る ｡

幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ 以外 の 内容設定に つ い て は
､ 幼経国 の 内容領域 ｢ かかわり｣｢ せ い か つ｣｢ 表

現｣ と
､

小学校 の 国語科､ 社会科､ 音楽科 ､ 図 工科､ 体育科､ ｢ 道徳｣ ､ 特別活動等とを関連させ て

学ぶ こ とをめ ざし
､ 今後､ 検討 して い く｡

(参小学校

教科として は
､ 従来 の 理科 の 学習内容 に ｢ 暮らしと人 の 知恵｣ と い う視点を加える こ と で学習内容

を膨らませ
､ ｢ 自然科学科｣ を新設する ｡ 算数科で は

､ 概念と概念を結び
､ 再体系化を はかる こ と に

重点を置き
､ 時数増をはか る ｡ また ､ 総合的な学習の 一 環とし て

､ 各教科等 の 学習内容と の 関連 を図

りながら
､ 科学的な根拠や規則性をもと に して総合的な思考力を働かせる学習場面として ｢ 科学探究

科｣ を新設す る ｡

時数 に つ い て は
､ 理科の 時数全 て と

､ 国語科 ､ 生活科､ 社会科､ 家庭科､ ｢ 総 合｣ の 時数 の
一

部 ､

更に総授業数 の 増加分 で
､ ｢ 自然科学科｣｢ 科学探究科｣ の 新設と算数科 の 時数増を行う ｡

(彰中学校

教科と して は
､

こ れから の科学や技術 と人 間社会と の かか わり に つ い て 理解を深め
､ 人間として の

自分の 在り方を問う教科とし て ｢ 科学/ 技術科｣ を新設す る ｡ ｢ 科学/ 技術科｣ は学習内容とし て ｢ 生

命科学と人間｣｢ 地球環境と生活｣｢ 技術革新と社会｣ を扱う｡ 数学科 に お い て は
､

領域間 の 再体系化を

はか る新たな内容を取り入れ る ため に時数増を行う ｡ 理科に お い て は中学校 1 年生から の 物質概念 の

構築を目指し､ 実験実習 の 充実 の ため の 時数増を行う ｡ また
､ 科学 に かかわ る教科 ( 数学科 ､ 理科､

技術 ･ 家庭科､ ｢ 科学/ 技術科｣) で はぐくん だ ｢ 感性｣ や ｢ もの の 見方 ･ 考え方｣ ､ 知識 ･ 技能を総合

的に 生 かしながら ｢ 科学的な感性｣ ､ ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ をは ぐくむ学習場面 とし て ｢ サ

イ エ ン ス コ
ー

ス｣ を新設す る ｡ ｢ サイ エ ン ス コ ー

ス｣ 以外に も ｢ ア ー ト コ ー

ス｣ ｢ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

コ ー ス｣ を設 け､ 選択に 基 づ く コ
ー

ス 学習を教科で の 学習 の 発展ととらえ る ｡ 時数に つ い て は総合的

な学習 の 時間及び選択教科 の 時数を数学科および理科 の 時数増 ､ ｢ 科学/ 技術科｣ と ｢ コ ー ス 学習｣

の 新設 に 充 て る ｡

(3) 科学教育 に 関 わ る教科等の 趣旨 ､ 基本方針､ 目標等の 設定

保護者や子 どもたち へ の 学習満足度調査や N R T ､ C R T 検査を実施し ､ 子 どもたち の 科学 に 関わ る

多く の 情報を得る こ とが で きた｡ 科学教育 に 関わ る教科は
､

こ れら の 情報と現行 の 学習指導要領の 問題

点から新たな教科 の 理念を作り
､ 教科 の 趣旨､ 基本方針等を立 て て きた｡ 以下 は新設数科､ 新設領域

､
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時数増教科 の ねら い の 要約である ｡

(丑幼稚園 ･ 内容領域 ｢ かがく｣

幼稚園教育要領の 内容の 中から科学 に かかわ る も の をまとめ
､ 内容領域 ｢ かがく｣ とした｡ こ こ で

は
､ 身の 回り の 事象に好奇心や探究心をも っ て かかわる こ と で ｢ 感性｣ を豊か に し

､ 自分 なり の気付

きを生活に取り入れ て い こうとす る力を養うこ とをねらう ｡

ま た､ 内容領域 ｢ かがく｣ は 2 つ の 内容区分からなり ､ そ の 2 つ の内容区分とねら い は以下 で ある ｡

自然 の 事物 ･ 現象を見たり触れ たりする こ と の おも しろ さ ､ に気付く こ とをねら い とした内容区分

｢ 自然事象｣ ､ 数量 や図形に触れ る楽しさを感じる こ とをねら い とした内容区分 ｢ 数量 ･ 図形｣ の 2 つ

である ｡

②幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣

幼稚園から小学校 - の 移行期間とし て
､ 幼 ･ 小接続期を設 け る こ とは先に述 べ た｡

科学教育推進 の 幼 ･ 小 ･ 申達携 カ リキ ュ ラ ム に かかわる研究開発 の 立場から ､ 自然事象と数量 ･

図

形と い っ た科学 に 関する内容を総合的に取り扱 い
､ 幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ を設定する ｡ /ト学校 1 年

生 9 月以 降に ｢ 自然科学科｣ と算数科 の 2 教科 に分化す る ようにする ｡

幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ で は
､ 身の 回り の 自然事象や数量 ･ 図形 に 主体的 に働きかけ る ととも に

､

数や図形 ､
量 の 大きさ に つ い て の 感覚を豊か に し､ それら の性質や仕組み

､ 規則性 ･ 法則性 に気付き ､

遊びや生活に 生かそうとする子 どもを求め て い く ｡ また､ 仲間とかかわり合 っ て学び合う態度も大切

にする ｡

具体的に は
､ 仲間とかかわりながら自然事象に つ い て も っ た仮説を数量 で検証したり､ 自然事象と

数の抽出や増減､ 加減 の 変化と結び つ けて 総合的に とらえたり して
､ 概念を形成して い く ｡

③小学校 ｢ 自然科学科｣

｢ 自然科学科｣ で は
､ 自然と の 共生を図る こ とと自ら科学的な概念を形成する こ とを目指す｡ 科学

的な概念を知識と して獲得する だけで はなく ､ 科学的な概念を自分の 生活と関係付けながら学ん で い

く｡ そ の ため に ､ 現行指導要領 の 3 つ の 区分に加え
､

D 区分と して ｢ 暮らしと人 の 知恵｣ を加え､ 社

会科や家庭科の 中 で扱われ て きた暮ら しの 中 の 工夫など の 人 の 知恵も扱うも の とする ｡ また現行 の A

B C 区分の 内容 に も自分 の 生活と の つ ながりを意識 した内容を付加し て い く ｡

④小学校 算数科

算数科で は ､ 事象を数理 的に とらえ
､ 数理 の 世界を再体系化する力 の 育成をめ ざす｡ そ の ため に

､

算数科で は
､

｢ つ く ろう｣｢ あそばう｣｢ しら べ よう｣ の 3 つ の 活動区分を設ける ｡ ｢ つ くろう｣ で は
､

新たな数理的な価値や方法を見出し
､ それらを用 い て数理 の 世界 の 再体系化を図る こ とを目指す ｡ ｢あ

そばう｣ で は
､

遊 びを通 し て
､ 数量

.

図形 に つ い て の 感覚を豊 か に し､ 新たなイ面値や概念 の 獲得の 素

地 を養う こ とをねらう｡ ｢ しら べ よう｣ で は
､ 数理的な価値や方法を生か して 社会 ･ 文化 ･ 自然事象

に つ い て 調べ たり ､ 数量
･

図形に かかわ る 歴史や 文化を調 べ たりす る活動を通 して
､ 数理的な意味理

解を深め る こ とを大切 に し て い く｡

⑤小学校 ｢ 科学探究科｣

科学探究科は
､ 子 どもたち の 身の 回り に存在す る 人 々 の く らし に かかわ る社会的事象 ･ 文化的事象

に学習対象を求める ｡ 事象を歴史的に調 べ たり して ､ 事象の も つ 社会的価値や歴 史的価値､ 文化的価

値な どを明らか に す る ｡ さ ら に ､ 事象に内在する科学的な根拠を明らか に し
､ 複数 の 価値から事象の
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自分 に と っ て の 価値をとらえ直して ､ 事象と の かかわり方や 自分 の 在り方を考えて い く ｡ 事象と の か

かわり方や 自分 の 在り方を総合的 に考え
､ 自己決定し て い く姿を期待す る ｡

⑥中学校 数学科

数学 の 本質に対す る直観的 ･ 具体的な感覚 ･ 見方 ･ 考え方と い う科学的な感性 の 認識を重視し､ そ

こ から科学的なも の の 見方 ･ 考え方が獲得で き る学び の 過程を想定した｡ また､ その 時 の 学習課題 の

質と問題解決学習 の 質から
､

2 つ の カ リ キ ュ ラ ム 改善を行う｡

現行 の 数学カ リ キ ュ ラ ム の 改善で は
､ 慣れ に よ っ て やや学びが硬直化し つ つ あ る単元 に ､ 見直し教

材を導入す る こ と で
､

よ り学びが開かれ
､
発展したり ､

一 般化す る カ リキ ュ ラ ム 構成をす る ｡ ｢ 累積

性｣ の あ る教材 に ｢ 新奇性｣ を加え ､ 発展的な学びを目指す ｡

次に ､ 課題学習を ｢ 数学探究｣ として
､ 組織的な カ リキ ュ ラ ム を構成す る ｡ な じみ の ある現象を数

学的 に モ デ ル 化し､ 思 い もかけな い 性質を発見する ｡ ｢ 仮構性｣ の ある 題材が ｢ 意外性｣ に変わり
､

連続的な学びを目指す ｡ 新し い 題材と して グ ラ フ 理論 ､ 非線形的な数学 ( カ オ ス ･ フ ラ ク タ ル) や ､

パ ズ ル 問題を扱う ｡

こ れら の 2 つ の 改善で は
､ 思考実験を中心 とした数理化活動 に特に 重点を置く ｡

(丑中学校 理科

理科で は小学校 ｢ 自然科学科｣ と の つ ながり を図り ながら ､ 科学的な探究を通 して自然 の 事象 ･ 現

象の 本質をとら えようとす る学びを大切 に し て い く ｡ そ の ため に 現行指導要領 に おけ る｢ 第1 分野｣｢ 第

2 分野｣ の 2 つ の 分野区分から
､ ｢ A 生物とそ の環境｣｢ B 物質と原子 ･ 分子｣｢ C 運動と エ ネ ル

ギ ー ｣ ｢ D 地球と宇宙｣ の 4 つ の 区分に改め
､ 内容 の 付加､ 拡充､ 移行を行う ｡ また

､ 中学校 3 年間

を通し て 原子 ･ 分子などの粒子を基本とす る物質に対する見方 ･ 考え方をはぐくみ ､ 自然 の 事物 ･ 現

象を分析的 に とらえ る こ とを目指す｡

⑧中学校 ｢ 科学/ 技術科｣

｢ 科学/ 技術科｣ で は
､

2 1 世紀に求め られ る 人間社会 の 在り方を もとめ
､

そ の 持続的発展の 基盤と

な る ｢ 科学的な感性｣｢ 科学的なも の の 見方 i 考え方｣ をは ぐく む｡ 自然環境や生命倫理 など の 様 々 な

問題 に対応できる総合的､ 学際的な方法と知 の 構築を目指し
､ ｢ 生命科学｣｢ 地球環境｣ 及び ｢技術革

新｣ を学び の 対象とし て
､

こ れらと私たち人間と の 関係に つ い て臨床的､ 関係論的に迫 っ て い く｡

⑨中学校 ｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣

｢ サイ エ ン ス コ
ー

ス｣ は
､ 単 一 教科 の 枠を超え ､ 各教科等 で 得た知識 ･ 技能､ ｢ 感性｣ ､ ｢ も の の 見

方 ･ 考え方｣ を総合化しなが ら課題を追究す る力をはぐくみ ､ 自分 の 生き方に つ なが る学びを目指す

選択制 の コ ー ス 学習 の うち の 1 コ
ー

ス で あ る ｡

社会 ･ 文化 ･ 自然 に おける諸問題を学習課題 として
､

主 に数学科 ､
理科､ 科学/ 技術科 ､ 技術 ･ 家

庭科で得られた知識 ･ 技能､ ｢ 科学的な感性｣ ､ ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を深化 ､ 総合化し
､

創造性を発揮 しながら実証 的に 追究して い く｡

3 ｢ 科学的な感性. 科学的な もの の 見方 ･ 考え方｣ の 教科等で の と らえの 設定とその

はぐくみの 評価

(1) ｢ 科学的 な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の 教科等での と らえ の設定

3 つ の 連携 の 系統を踏ま えて
､ 科学に かかわる 各教科等 に お い て は ぐくむ こ とをめ ざす ｢ 科学的な感

性｣｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を以下 の ように 設定した｡ 各教科等が ｢ 創造的な知性を培う｣ で め

ざす学びをもと に幼 ･ ′ト ･ 中 の 系統性が図れ る ように 設定し て い る ｡
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- 各教科が目指す ｢ 科学的 な感性｣｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ -

｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なも の の 見方 . 考え方｣

幼稚園 身の 回り の 事象から ､ 美しさ
､

おも 身の 回り の事象 に かかわる中で
, 考

｢ かがく｣ し ろ さ ､ 不思議さを感じ､ 性質や仕 えたり ､ 試したり して 工 夫して い く

組み に 目 を向け る力 刀

幼 . 小接続期 自然や数量 . 図形に つ い て
､ 美しさ 身の 回り の 自然事象や数量 .

囲形に

｢ かがく｣ や面白さ
､ 不思議さを感 じ

､ 性質や つ い て
､

よく見たり比 べ たりし て
､

規則性 の よさを生活に 生かそうとす

る力

よりよ い 方法を見出す力

小学校 様 々 な自然の 事物 . 現象 に つ い て観 科学と生活とを関係づ け ､ そ の 有用

｢ 自然科学科｣ 察 . 実験を通して 追求して い く価値

を感じ る と とも に
､

とらえた科学的

な概念と生活と の かかわりを見出そ

うとする力

性を実証する力

中学校 様 々 な自然 の 事物 . 現象に つ い て 分 様 々 な自然の事物 . 現象を分析的に

｢ 理科｣ 析的 に探究して い く価値を感じ
､ 見 理解し て事物 . 現象 の 性質や規則性

通 しをも つ 力 を見出す力

中学校 こ れから の 科学や技術 に つ い て
､

人 科学や技術 に つ い て
､ 個別な時間や

｢ 科学/ 技術科｣ 間社会とかかわらせ て ､ 内在する間 空間を踏まえた様 々 な側面 から多義

題 を確か に とらえ
､

そ の 解決を目指 的に把握し表現する こ と で
､ 相互作

した探究 に見通 しをも つ 力 用 の うち に自分なり の 認識や価値観

を深める力

小学校 数量 .

図形に対する美しさ
､ 面白さ

､ 数量
.

図形に つ い て論理 的に推論し､

算数科 有用性､ 規則性 . 法則性な どの 価値 推論したも の を既有の概念 ､ 原理 .

を感じ取 つ たり ､ 数理 的なイ メ ー ジ

を生み出す力

法則などと関係づ け る力

中学校 数量 ､ 図形な どに対する美しさ ､ 有 数量
.

図形に つ い て論理 的に推論し
､

数学科 用性 ､ 規則性 . 法則性 ､
意外性 ､

一

般 推論したも の を既有 の 概念 ､ 原理
.

性な ど の 価値 を感 じ､ 数理 的 なイ

メ
-

ジを生 み 出す力

法則な どと関係付け ､ 構造化す る力

小学校 くら し に かかわ る事象の も つ 科学的 事象を様 々 な価値からとらえ
,

自分

｢ 科学探究科｣ 根拠や規則性に 目を向け て い く力 に と つ て の 価値を見直し て い く力

中学校 事象 ( 社会､ 文化､ 自然) と自分と 事象を分析的､ 総合的 に とらえ ､ 自

｢ サ イ エ ン ス の かかわりを科学的な視点からとら 分 の 中 に価値付け て い く力

コ ー

ス｣ え る力
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(2) 新たな評価の観点の 設定

｢ 科学的な感性｣｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を

評価 の 観点として 設定し､ 評価規準を科学系 の 各教科

に お い て作成 した｡ ( 右は
､ 小学校自然科学科 3 年｢ 太

陽 の 動きとそ の 働き｣)

そ の 結果 ､ 校国全体で は ぐく ん で い く科学的な感性 ､

科学的なも の の見方 ･ 考え方 の とらえがより は っ きり

して きた ｡ また
､ 各教科等の 関連も見え つ つ ある ｡

課題 とし て は
､ ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ と ｢ 科学的な

感性｣ の 描き分けが不十分である こ と
､ ｢ 科学的な感

性｣ ､ ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の 評価規準と し

て の 具体性が欠ける こ とが挙げられ る ｡ 子 どもの 実際

の 姿から評価規準をより具体的に 設定し て い く こ と に

より､ 規準と して の 妥当性 ･ 信頼性を高め て い きた い
｡

(3) 新たな評価方法 の開発

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の

はぐくみ を評価す る ため に ､ 右 の ように観点別 の 評価

方法を各教科等で作成し ､ 全体で 集約した｡

｢ 科学的な感性 (学習対象との かかわりの中に科学的

に探究す る価値 を見出す能力)｣ ､ ｢ 科学的なも の の 見

方 ･ 考え方 ( 分析的ある い は総合的な思考力)｣ は従来

の ペ ー

パ
ー

テ ス トで は測定し にく い 能力である と言え

る｡

小学校で は ｢ 説明する｣｢ 予測する｣｢ 利用法を考え て

話す｣ 等の パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トの 開発 に より､ はぐ

くみ の評価 に迫る こ とが できた｡

中学校 で は自ら見通 しを持ちながら課題 を設定した

評価規準 の設定

[ 関心 ･ 意欲 ･ 態度]

口 な た や 目か げの 位置の 変化に 興味 ･ 関心 を持 ち
､ 進

ん で 太陽の 位置と 目 な た や 日 か げの 位置と の 関係を 調

べ よう と して い る
｡

[科学的 な感性]

生 活の 中の 日 光の 利用の 仕方と 太陽の 動 きや 臼 なた と

ひか げの 温度 ･ 明 る さの 違 い と を関係 づ けて 調 べ よ う

と して い る
｡

[科学的なもの の 見方 ･ 考 え方]

t] なた や 日 か げの 位置の 変化と 太陽と の 動き を調 べ
,

そ れ ら と生 き物 にお ける工 夫と を関連づ けて考 えて い

る ｡

[技能 ･ 表現]

遮光 ガラ ス を侍 っ て安全 に太陽 の 動きを観察 し ､ 太陽

の 動きと 目 か げの 位置 の 動 きを関係付 けて 記録 し､ 温

度の 違 い を測定位置 を選 んで 計 っ て て い る ｡

[知識 ･ 理解]

日か げ は 太陽の 光を さえ ぎる と でき､ 日 か げの 位置 は

太陽と 光 を遮 る もの の 反対側 に できる こ と が わ か っ て

い る
｡

評価方法の 開発

[ 関心 ･ 意欲 ･ 態度]

学習 の 振り返りと 自己査 定に 教師の 見取り を加え

て査定す る
｡

[ 科学的な感性]

コ ン セ プ ト マ ッ プ上 で ｢性 質 ･ 規則性｣ と ｢ 生 活

に お ける事象｣ の 関連 を位置づけて い るか どうか を
､

複数回の 描画 を比較 し査定する o

[ 科学的なもの の 見方 ･ 考 え方]

モ デ ル 実験 にお ける 各モ デ ル の 条件 と得 られ た結

果の 整理 か ら査定す る｡

[技能 ･ 表現]

日 光の 利用法 に つ い て の 記述式パ フ ォ
ー

マ ン ス テ

ス トで査定す る｡

[知識 ･ 理 解]

市販テ ス ト
･ 補助 テ ス ト問題に よ っ て 査定す る｡

り予想をしたりし て
､ 実際に 思考力を働かせ て 課題 を解決する パ フ ォ

ー

マ ン ス テ ス トを行 っ て い る ｡ 課

題 の 設定場面や予想をする場面 で ｢ 科学的な感性｣ を
､ 解決 - の 追求場面 で ｢ 科学的なも の の見方 ･ 考

え方｣ を見取 っ て い く｡

例えば
､

理科で は
､

こ れま で学ん で きた直列回路､
並列回路 の 電流と電圧 の 性質を活用 し て

､ 複雑な

直並 列回路 の 電流 と電圧 の 性質を導き出す実験を行 い
､

数学で は
､ 自分 で ル

ー

ル や状況を決める パ ズ ル 問題

論を実際に説明する テ ス トを課した｡

課題とし て は
､ ｢ 単元 に おけ る パ フ ォ

ー

マ ン ス 課題

の 位置付け｣ ､ ｢ パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト の信頼性｣ ､ ｢ パ

フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト に よ る自己評価｣ を検討して い く

こ とが挙げられ る ｡

今後は
､ 右 の ような個人プ ロ フ ィ

ー

ル を ､ 単元 ご と

に作成 し､ そ の 変化を見る こ と で
､ 観点同士 の 比較を

行 っ て い く必 要があ る ｡
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規則性を導き出すテ ス トを課した｡

(並 び替え問題) を つ くり ､ 解決方法や数学 の 理
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4 科学に関わる教科の連携カリキ ュ ラムの 作成

科学 に焦点を当て た幼 ･ 小 ･

中 の 連携を教科同士 で どの ように 図 っ て い くか検討して きた ｡ 幼稚園で の

内容領域 ｢ かがく｣｢ 表硯｣｢ かかわり｣｢ せ い か つ｣ の 中 の 内容領域 ｢ かがく｣ で の 学びを ベ ー

ス に して
､ 小

学校 ･ 中学校で の 科学教育 - と発展させ て い く｡ 幼稚園､ 小学校 ､ 中学校 の 科学教科等 の連携として 以下

の 3 つ を構想 した ｡

- 科学に か か わる教科等の幼 ･ 小 ･ 中での 連携 -

- 教育課程全体 に お ける科学教育の 連携 -

科学教科等 の 連携カ リ キ ュ ラ ム を ､ ①②③ の 活動 ･ 単元 関連表として ､ 整理 した｡

< 表1 > ① の 連携を具体化する活動 ･ 単元関連表 ∠ 中学校理科

(
中学校 ｢ 科学/ 才支術科｣

幼稚園｢ かがく｣ 内容区分 ｢ 自然事象｣ - 接続期 ｢ かがく｣ - ｢ 自然科学科｣

< 表 2 > ② の 連携を具体化す る 活動 ･ 単元関連表

幼稚園 ｢ かがく｣ 内容区分 ｢ 数量 ･

図形｣ - 接続期 ｢ かがく｣ - 算数科 - 数学科

< 表3 > ③ の 連携を具体化す る活動 ･ 単元関連表

｢ 科学探究科｣ - ｢ サイ エ ン ス コ ー

ス｣
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く表1 ) 科学教育における幼稚園 ｢ かがく｣ ･ 接続期 ｢ かがく｣ ･

小学校 ｢ 自然科学料｣ ･ 中学校 理科 ･ ｢科学/ 技術料｣ 活動 ･ 単元関連表
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連携の 様 に基づく概念形成 の 内容

連携 の 柱 を ｢生 命の 連続 に つ い て の 概 念｣｢物 質の 成り
一三ち ･ エ わ げ一につ い て の 概念｣ ｢ 時間的

･

空間的

砿 がりに つ い て 欄 会｣r 人 ･ 生 活と科学 や技術 の 馳 i) につ い て の 概 創 の 経 とす る
｡

そ の 穫 の 目指す

具体的内容 を以下 の表に示す
o

幼

椎

固

N

ほ

荏

生命の 連 雛 つ い て の 概

念

~~~~ ｢~~~
物質の 針') 立ち ー エ わ レ

ギ一に つ
い て の 概念

･

身近な動植物 に 進 ん で

配
･ 珠 々 な物 の 性質 や 任組 ∃

か か わ 壷
=

､ f
=
b つ た

り
,

大切 に した りして

み に 餌 や 関心をもち∴

そ れ ら を利用して 遊 び⊇
親 し み を持 つ こ と

○
を楽しむ こ と

o

･ 身の 回を) の 動植物 は
,

i亮
･

身 の 耶 の 事物 ー

閑

凱 た を
) 成 凱 た け に は 性質や 規則性が あ

霞

期

る こ と へ の 気 づ き る こ と へ の 気づ き

･ 身の 回り の 動植物 の 生
･

物質の 多様性 に つ い て

‖ 命に つ い て の 気づ き の 気づ き

小 ･

生き て い くた め の 巧 み ･

物質の 三 猷 つ い て の

な仕組み に つ い て の 概 概念

′
!

_
,ム

念 ･

物質の 成り立ち と して

千

喜 .

子孫を残して い く た め の 粒の 概念

巨

の 巧 み な仕細 欄 略
･

エ ネル ギーに つ い て の

校 に つ い て の 概念 概念

( エ ネル ギ
ー

の 種類
､

伝

達
､

変換
､

働き)

< 理科 > < 理科 >

･ 植物 の 体 の つ くりと働 ･ 物質の 三 態 の 性質 に つ

きに つ い て の 概念

辛

.

動物 の 体 の つ くりと働

学

きに つ い て の 概念

校

'

慧霊芸:
'

<

L

言雷宝芸慧

い て の 概念

t

電克と電圧 の 関係
､

竃

流 の 働き に つ い て の 軟

∃

/
+ I

心 ､
∃

一物質の 変化 や 量的な閑雲

仕組 み に つ い て の 観念 係 に つ い て の 軟念

壁
. 自 矧 ニ おけ る 生物相

･

附
一

分子 の モ 即 化書

秤
互の 開 新 派 抑 つ に つ い て の 概念

E l
iJ憎 い に つ い て の 概念

i

. 物 紗 運動 の 規則性
､

料

学

/

i
技

書
衛

旧
毒

∃

‖
H

< 幣'-/ î支街朴 >

t
エ ネ ル ギーの 基礎 に つ ≡

【輪 科学と人間】 い て ダ鳩 念

･

生き物 の 国有性
,

その ( 種 類 .

保 存
.

変 換)

進化 の 遍程 で 獲得す る 換)

多様性 の 概念

･ 生物多 称 二 ひ そむゲ

[

ノ ム を単位 と した 吋
H

性 の 概念 岳

H
･

生命 鶴 を解明 し操作 ∃

する 粥 : や 技術 の 綿

性 の 罰寮
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時間掛 空間的な1i 滞り

に つ い て の 概念

馳 の 自賛 剖 也域社会

の 人 々 の 生活 に 触 れ る

こ と や 季箇盛を取り入

紙 体験を楽 しみ
,

季

節に よ
っ

て 自然や 人間

の 生活 に 変化 の あ る こ

と
へ の 気 づ き

｡

季節 に よ
っ

て 気候 や 身

の 回り の 様子が変化す

る こ と へ の 気 づ き

土地 の 変化 の 開 始な

広がり に つ い て の 概念

気象 鵜 の 空間自矧 ょ

がり つ い て の 概念

月 や 太陽 の 運行 の 空間

的な広がりに つ い て の

概念

< 理科 >

･

大地と時間 増 配 の

関連 に つ い て の 概念

･ 気象 鶴 が起 こ る 仕組

み と規則性 に つ い て の

概念

･

地球 の 自転
･

公転 に よ

る 相対的運動 に つ い て

の 概念

人･ 生活と科学ヤ 技術 の

関わり に つ い て の 概念

身近な生 新 中 で 碇 々

なも の に 進 ん で か か わ

り
,

そ の 性質や 仕組 み

に 臥 をもち
,

それ ら

を生活 に 耶 入 れ る こ

と に より
,

も の と の か

か わ りを蔑 め る こ と
( ゝ

身 の 回り の 事物 ･ 鶴

に ある 性質 や 曳夙性を

生かすと 蛸 (遊び)

が楽 しくな る こ と へ の

気づ き

自分 の 違びをよ り楽 し

くして くれ る 事物 ･ 現

象 の 性質 や 規
,

qlj性 へ の

気づ き

生活 に 利用され て い る

事物 欄 象 の 性質や 規

祉性に つ い て の 執念

生活 に 伝 わ る 知恵 の 中

に ある 科学 に つ い て の

概念

< 軒学 / 技術科 >

【地球環境と生湖

･

姿濠
･

エ ネ ル ギーの 革j

同形曇の 歓念とその 有

効性 に 対す る 認識

･

亀球約規模の 環境閑養

の 意味とその 解決 に 向

けた取組 の 実効性 に 対

す る 認識

･ 自塗環境を保全し共生

す る 科学 や 托術 の 方向

性 の 洞察

【才支術革新 と 社会】

･ 科学 や 最術の 違展と社

会 に 及ぼ す影響 に 対す

る 認識

･ 社会基盤 と し て の 科学

ヤ 技街の 番尉 二 肘 る

･ こ i L か ら 卵ヒ会をつ く

りだす奉卜学 や 技術 の 方



く表2 ) 科学教育における幼稚園 ｢ かがく｣
･ 接続期 ｢ かがく｣ ･ 小学校 算数料 ･ 中学校 ｢ 数学科｣ 活動単元関連表 ※付加 内容 △ 学年移動内容

めざす こどもの姿 事象を数理 的に とら え
.

数理 を創 りあげる ( 数理を再体系化する) ｢ 数概念｣ ｢ 量概念｣ ｢ 空間概念｣ ｢ 関数概念｣ を構築する学びの一貫性 ･ 整合性の あ るカ リキ
ュ

ラム を編成する

幼 稚 園 l 小 学 模 中 学 校
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く表3) 科学教 靴 おける小学校 ｢ 科学探究料｣
･ 中学校 ｢ サイ エ ンス コ

ー

ス｣ 活動 ･ 単元関連表

小

区 分 第 3 学 年 第 4 学 年

｣

｢科学探究 剛
… ○ よく 回る こ まをつ く ろ う

潮
､ ら伝 わる こ ま遊 びの 歴 史ヤ人 々 の く らしと の かかわ

感性 を働 かせ る

対 象

a 鰯 ･ 社 会

b 文化

り を調 べ る
｡

･ こ まが 良くLi … 売ける秤 掬 な夜拠や規 Wj 性 を明 らか に

し
,

よく 回る こ まを作 る
｡

○み んな で 心 を合わせ て 演奏す る自分た ちの 楽器 をつ く ろ

つ

･ 楽器 の 歴 史や人 々 の く らしとの かかわり を調 べ る
｡

増 の 高さ の 違 い を表す科学的 な擬拠や規朗性 を 那 か に

し
,

よ 如三確な音 を表す楽器 を作 る
｡

○み んなが使 い やす い 物

- 発 見 ! ユ ニ バ - サ ル デザ イ ン -

･ ユ ニ バーサ ル デザ イ ン ♂) 便利 さを実験 によ っ て確かめ る
｡

･

街 を探検 し
,

ユ ニ バ ー サ ル デザイ ン 墓窪 薮

･

自分 が見つ 此 且 ニ ′
仁 サ ル デザイ ン の 砺 を探る

｡

第 5 学 年 第 6 学 年

○雪F
ii
7 の く らしの 道具に生きる人 々 の 姫

･

笥 司の 道具と人 々 の く らしと の かかわりを調 べ る
｡

･ 雫 j の く らしの 道具が写や寒さを克 断 る科学的な根 拠

を明らかに し
,

雪国における 姻 たち の くらし の 在り方

につ い て 考える
｡

○ 自分で つ くる健康なく らし

･

自分 の く
L

h

,
L の 実際と 醜

′

的 くら しに つ い て 比 べ
,

こ

れま で の く らしを 削 返る
u

･ [j 分 の く らしの 実際か ら
,

( ㈲ ニと
っ

て ･E ､ 要 な体を 願

にするため の 実践に 剛 組む
c
,

I

i
:
j 分

の 取り組みが体を健康にするため の 杵学的な額 拠を

明 らかに し
,

こ れか らの 師 の く 鈍･ 卿 労音考え壷
｡

○垂 鮎 侍ろ う

･

和 雛 歴史や 人 々 の く らしと の かかわりを調ダ竜
o

･

祈 っ
たり

,

解 を書 い たりする こ と の で きる和紙 の 奉惇

的な 棚 を 那 か にし
,

耗と の か 癖 方

･

傾 い 方 を考え て い く
｡

○く らしの l~二
l~~】
で生み出 された食品に生きる知恵

･

人 々 がく らしの 中で 轡
a

J

J
して きた食品と自分たち の く

らしと の かかわり 締 らかにする
｡

･ 人 々 がく らし 鋼 で 生み出 して きた食品がお い しくな っ

わ 自

○お い ､ ち や ん . お ば あ

㌔. 1,~､
皇､､

O 雫 触 る郷土 の 人 々 の J亡
;

%
芳

一毒

ち ゃ んと共 に生きよう
~

∃
偶 土 郷土 の 人 々 の ため

さにか ･

お年竃如 感 動につ い て ∃ に尽く し
,

配 を発展 さ

㌧ ラ イ

ナる先

･､.調
べ る

o
せてきた人 々 の 考え方

.

･

老人クラブや地域 の お年 生 き方 を調 べ る
o

寄
妄,
) と--一緒 に 渦 す る

.

･ 人々 の 考え方
ー 生 き方 を

･ お室蓄 (
) と 鮎 どう生 き もと占こ

,.
義金主ょ

と
ょ姦ある..∵<

て い くか考える
e

7 0 h + 5 h

ベ きか考 える
○

7 () h

コ ー ス

｢ サイエ ンス

コース｣

感性を働かせる

対象

a 生活 社会

c 人間

f 自
炊

｢ コ ミュ
ニ ケー

ショ
ンコース｣

感性 を働かせる

対象

a
生活

･ 社会

c 人間

d 表現

e 言語

中 学 校

第 1 学 年

( テーマ)

工運
2 学

■~~~~~■~■■

おける自 雛 童系の 循環型 シ ス テ ム

[

E
I

r

.
そう

自然生態系の エ ネノレ

ギ- 楳 で ある太陽 に

つ い て 迫 即 る

太 陽系の 惑星 につ い

て 追求する

ソ
ー

ラ バ ネプレ を利周

し て 生 活 に役 立 つ

抹 々 な道l 托 作る

プ
ー

ル
･

川 の 生物調

査 を 凱 て自然生態

系の 循環型 シ ス テ ム

につ い て 見 い だす

鯛 型 シ ス テ ム の 考

えに基 づ い て環境 を

保全す る軒学技術 に

つ い て追求す る

第 3 学 年

i
.1

L

I
T

.
L

l

:
帥｣

1

環境 を保全す る科学

技術 を設定し 酢 す

る

[j 隼 と共生す る科学

の あり方 につ い て 研

究 し理論 を擢案す る

環境保全 に 酢 る任

事を調 べ 実際 に研究

や保全 に携 わ
っ てみ

る

( テーマ )

受容 的 億 劉勺コミュ
ニ ケ

ー シ ョン に 凱 もう

受容 的 コ ミ ュ
ニー

シ ョ ン を中心 とし て

コ ミ ュ ケ- シ ョ ン ス

キ ル を習得する

カ ウ ン セ
リ ン グ の 手

法を学 ぶ

敬語に つ い て学 ぶ

H
u
N

M
H

m

芸芸
を働かせ る

∃

b 文化

( チ
-

｢

i ○夢 を持 つ
て 生きる とは

ト 項 を持 つ
て 生 き て い る

人 穂 出会うとともに
,

人 々 の 考 穣 ー 生 き方 に

つ い て 調 べ る
.

■1

EE Z

･ 身体 郎

動作を弓

･

夢 を持
つ こ れか らの 白骨

の 蕪 椀 三 郷 宰 観 る.o-

･

舞台的芸

c
人間

ほ 硯

つ い て弓

.

7 () h

H
H

哩

1 . 2 学年 ほ大 テ ー マ ( 課題∋

能 削勺 コ ミ
ュ

ニー

シ
ョ ン を

[
恥 とし て

コ ミ ュ ト シ ョ ン ス

キ ル を習得 する

ロ ジカ ル シ ン キ ン グ

を学 ぶ

クリ テ ィ カ ル シ ン キ

ン グを学 ぶ

デ ィ ベ ー トに挑 凱

よう

ル を つ くろう

翼の 基本 駅

芸荷 の 基礎 に

仙

｣

他に向かう自己表現

の 方法 に つ い て 学 ぶ

グ )レ- プ で 実 際 に

ミ ュージ カ ル を つ く

る

偶題例 )

議会に通るような自分

の 政策 の 提案 の 仕方

裁軍帽 や検事や弁護

士にな っ て裁判 を表

現 する

新 たな商品を開発 し

プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン

して み よう

カウ ン セ ラ ー

的な活

動を実 際にし て みる

アナウ ン サーの 見習 い

として 実際に 弼 し
､

生放送 に 舶 して みる

( 課題師

ミ
ュ

ー

ジカ ル の 起 源

に つ い て研 究する

人に感 動を与えるた

め の 表現に つ い て研

究する

自分を表現する遠技

とはど の ようなも の

か追求する

は教師が設定す る

3 学年は 臥 課題を設志

し稔合 駈 考察をする
｡
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科学教育に おける小学校 ｢ 科学探究料｣
･ 中学校 ｢ サイ エ ンス コ

ー ス｣ 活動 ･ 単元関連表作成 の 方針

l 小学校 ｢科学探究科｣
､

中学校 ｢サ イエ ン ス コース｣ と も総 帥 な学習 の 時間 ( 総合学習) としての 要件 を満 たした上 で
､

科学的 な感性 と 綿 的なもの の 見方 ･ 考 え方の は ぐくみ が可 凱

なる ように
､

各単元の 活動 や構成
､

授業法 をエ 夫 する
｡

< 総合学習 と して の要件>

･

学習 の 最後 には必ず
､

単元 の 学習 を通 して 陀 の 生 き方や在り方 を見直す こ とが で きる こ と

･

知 の*
,

'

J

u
W E が で きる こ と

､

課題 を解決す るときに単･.... 頒 科 で なく複数教科で身に つ けた莫 掛 見方
･

考え方が使 える こ と

2 ｢ 科学探究科｣ と ｢ サイエ ン ス コース｣ の 連携は 間 新 決 を通 してⅠ興 味 ･ 関心とⅡ思考 ･ 判断に か か わる学力を育て深化す る ことに 重点をお く

31-

※小学校か ら中学校 - と進むに つ れ て 生徒が認識 楓 矧 を構造化する の で
､
感性 を働かせ る対象を重合化す る こ とで

､

総合的な認識がより深まる
｡

そ こ で
､

社会 ･

文色
･

自然 の 3 つ の 学習対象を
､

活動 の 視点から感性を働

かせ る 桐 として 次 の 6 つ に 新 化 した
｡

蛸 ･ 社会 b 文化 c 人間 d 表環 e 言語 f 自然

儒者文献) 新 た な教育課程編成 の 原理 と 構息 ｢新しい 教育課程 の 創造- 教科学習 と鑑合 騨 習 の 構造偲-
_
｣ 酒 園芳信

.
日本教軒数青学会鼠 2 OO l

.

･

朗 新 二よ る 分類 磯 谷 嗣 に よ る)

｢ 抽象的感覚活動 a 記号 b 言語｣ ｢ 具象的感覚 淘
c 贈 d 人

･ 社会｣｢ 表現的 地
e

空間 f 闘 ｣

･

学習す る 認識 の 対象 は ｢
~

自生｣ ｢ 杜 紺 i-1tJ で あ
さ,)

､

あ る 事象をそれ ら の一-- つ の 対象に 限定す る こ となく
､

｢ 髄

_
仰 鳳 ｢社会｣ の 対象

,

｢ 文化j の 対象 と総合的に 捉え
､

｢ 闇･ 潮 岬 観点 で 捉える こ と が 人切 で ある
｡

働 く 紅 よ る)

( 例) 蓉の 実 で あれ ぼ

｢自墜

_
｣ の 対象 生物と して どo ) よ うな特徴が あ る か

,

どの よ う に 進化 し た か

｢
■

覆会｣ の 対象 鮎 と して ど の よ う に 淀通して い る か

｢ 文化｣ の 対象 食 べ 物 と して ど ん な食文化が あ る か



5 連携教育課程の編成と評価

(1) 教育課程全体図 幼稚園 -

中学校
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(2) 平成1 6 年度時数配当表

(力附属長岡小学校

②附属長岡中学校
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(3) 学習意識調査か らの 評価

①平成1 6 年度学習意識調査項目 ( H 1 6 年2 月作成)

各設問 ご と に 5 段階 の 中から い ずれか の 選択とした ｡

5 と てもある 4 まあまあある 3 どちら で もな い 2 あまりな い 1 ま っ たくな い

< 科学的な感性 >

1 身の 回り の 自然や自然現象 に つ い て ､ 不思議だと思 っ たり ､ 驚きを感じたり する ｡

2 生活に使われて い る道具や機械の しく み に つ い て､ そ の しく み を想像したりくわ しく知りた い

と思う こ とがある ｡

3 ふ だんの 生活や学習 の 中で ､ ｢ 不思議だな｣ ､ ｢ どうして か な｣ ､ ｢ どうな っ て い る の か な｣ と感

じる｡

4 自然物 か ら季節の 変化を感じる｡

5 ｢ 自然 っ て い い な｣ ､ ｢ 自然 っ てすばらし い な｣ と感じ る ｡

6 自分の 生活の 中に ､ 自然やも の の性質が生か されて い ると感じる 0

7 季節を感じて
､

生き物や植物を探 す｡

8 身の 回りの 動植物を じ っ と見 たり ､ 触 っ たり つ か まえたり ( 採 っ たり) する ｡

9 身の 回り の自然物を集めたり
､

それらを使 っ て遊 ん だりする｡

1 0 自然の中に は
､ 自分の 理解でき な い こ とがとてもたくさ ん あ る ｡

1 1 環境問題 に 関心 があ る ｡

1 2 人 の 驚 い た こ と ､ 不思議に思 っ た こ と の 話 など に興味がある ｡

1 3 授業などで
"

は っ
"

と気づ い たり
､

おどろ い たりする ｡

1 4 ｢ 不思議だな｣ ､ ｢ どうして か な｣ ､ ｢ どうな っ て い る の か な｣ と思 っ た こ とを ､ 自分で調 べ て み

ようとする ｡

1 5 驚 い た こ と ､ 不思議に思 っ た こ と などを進ん で人 に話そうとする ｡

1 6 便利さばか りで はなく ､ 昔の 生活の よさも見直して い く こ とも大切だと思う ｡

< 科学的 なもの の 見方 ･ 考え方 >

1 自分の した こ とや思 っ た こ とを相手 に ｢ - だ か ら - ( だと思う)｣ と い うよう に理由づ けて話す

こ とができる ｡

2 何 か をする とき に ｢ こ うやるとできそうだ｣ ｢ こ うす る と こ うなる だろう｣ とい う見通 しをた

てて か ら取 り か か る ｡

3 こ れまで に学習した こ とと関連づ けて物事を考える ｡

4 ｢ 前は こ うだ っ た｣ と以前の 経験と つ なげて考える ｡

5 学習した こ とを身の 回 りの 日常生活の中で関連づ けて考える ｡

6 新し い 内容や考え方などを勉強したら ､ 自分の 生活の 中で実行 して み ようとする ｡

7 理由や根拠をもと に予想 したり ､
つ く っ て試したりする ｡

8 うまくできな い 時に ｢ どう したらでき る か｣ と考えて 工 夫を加えながら何回も挑戦 してや っ て

み ようとする ｡

9 わ か らな い こ とがあ る と ､ 自分 が納得す る ま で調 べ ようとする ｡

10
一

つ の 物でも ､ 使 い 方を い ろ い ろ考えて遊ぶ ｡

1 1 物事 に対して筋道を立 てて考える｡

1 2 自分の こ れま での 考え方と違う考え方をす る こ とが増 えた｡

- 3 5 -
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② ｢ 科学的な感性｣ の 意識調査の 結果

附属長岡校園と他附属校園で は
､ ｢ 科学的な感性｣ の 得点合計 に お い て ､

どの 学年 (年齢) で も大

きな差が見られず､ 全体とし て得点が高 い
｡ 各設問ご と の得点分布 に つ い て も ､ ほ ぼ 同様 な傾向が見

られる ｡

4 歳児で得点が高い の は
､ 実

際に
､ 身の 回りの 自然物を使 っ

て 遊 んだり､ 自然や自然現象 に

つ い て 不思議さや驚き
､ すばら

しさを感じたり ､ 動植物を見た

り触 っ たり つ かまえたりすると

い っ た項目 である ｡ 毎日 の 遊び

の中で
､ 自然にた っ ぷ りと浸り五感を通 し て自然の すばらしさを感じて い る様子がうかがえる ｡

小学校 2 年生 で は
､

4 歳児と同じような傾向が見られ
､ 実際 に

, 身の 回りの 自然物を使 っ て 遊 ん だ

り､ 自然や自然現象 に つ い て 不

思議さや驚き ､ すばらしさを感

じたり､ 動植物を見たり触 っ た

り つ かまえたりする と い っ た項

目 ととも に ､ 自分の 驚きや不思

議さを進ん で 人 に話そうとする

項目 の 得点が高 い ｡ 自然の すば

ら しさを感じる ととも に ､ 驚きや不思議さ を感じ
､ 自然の偉大さを意識 し て い る様子が見え る ｡

小学校 5 年生 で は､ 自然物 に よ る季節 の 変化を感じたり､ 自然 の 中の不可思議さ に気付 い たり
､

も

の の しくみ に つ い て の 興味関心が高ま っ たりして い る｡ 4 歳児､ 小学校 2 年生 との 違 い はもの の しく

み に 目を向け てきて い ると こ ろ で ある ｡

中学校 1 年生 で得点が高 い の は
､ 自然の 不思議さ ､ 自然物 に よる季節 の変化を感じたり､

生活の便

利さだけ の 追求を見直したりする項目 で ある ｡ 自分たち の 科学や技術 に対す る かかわり方 に つ い て も

考え て い る様子がうかが え る ｡

③ ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の 意識調査の結果

附属長岡校園と他附属校園で

は ､ ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考

え方｣ 得点合計 に お い て
､

どの

学年 ( 年齢) で も大きな差が見

られず､
全体とし て得点が高 い ｡

各設問ご と の 得点分布に つ い て

も
､

ほぼ同様な傾向が見られ る ｡

4 歳児で は
､ 学ん だ こ とを日常生活と つ なげ て考えたりする こ と

､

一

つ の 物で も使 い 方を い ろ い ろ

変えて 遊 ん だりす る ととも に ､ 学習した こ とを日常生活と関連 づ けて 考えたり ､ 自分 の 生活 の 中で 実

行して み ようとしたり ､ 以前 の 経験と つ なげて考えたりす る項目 の 得点が高い ｡

小学校 2 年生 で 得点が高 い の は ､ 4 歳児と同様 に
､ 学ん だ こ とを日常生活と つ なげて 考えたりする

こ と
､

一

つ の 物で も使 い 方を い ろ い ろ変え て 遊 ん だりする ととも に
､ 学習した こ とを日常生活と関連

づ けて 考えたり ､ 自分 の 生活の 中 で実行し て み ようとしたり ､ 以前 の 経験と つ なげ て考えたりする項

目 で ある ｡
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4 歳児も 2 年生 も ､ 自分の 今ま で の 経験や日常生活と つ なげ て 具体的に考え て い る姿が 見え る ｡

小学校 5 年生 で も ､

一

つ の 物で も使 い 方を い ろ い ろ変え て 遊 ん だりす る こ と
､

以前の 経験と つ なげ

て 考え る項目 に つ い て の 得点が高く ､ 見方 ･ 考え方に幅が で き始め て い る こ とがわか る ｡

中学校で は
､

以前 の 経験と つ なげ て考え

る こ と
､ 見通 しをた て て物事 に取りかか る

こ と に つ い て の 得点が高 い
｡ 以前 の 経験を

もと に自分なり に考え
､ 見通 しをも っ て取

り組むように な っ て い る ｡ 言 い 換えれば
､

抽象的な見方 ･ 考え方 へ と発達して い る こ

とが わかる ｡

④今後 の課題

現在 の と こ ろ
､ 附属長岡校園と他校園 で はあまり有意差が み られな い が ､ 今後 2 つ の 尺度に 基き継

続し て推移を見て い きた い ｡

(4) 基礎学力 の 評価

① 標準学力テ ス トに よる分析

科学教育 へ 向けた教育課程編成 に より ､ 生徒の 学力

が どう い う傾 向を示すかを ､ N R T や C R T に よ っ て

分析して い く必 要がある と考えた｡ 右は中学校 に お い

て 平成1 5 年度 4 月 に実施した理科 の N R T の 結果を示

したグ ラ フ で ある ｡ N R T の 結果は い ずれ の 教科も高

い 値を示して い る ｡ 教科部 に よ る分析 の 結果､ 理科で

は 2 年時 に お ける科学分野 の 落ち込み の 原因とし て物

質観 の 構築 の 必要性をあげて い る ｡ また
､ 数学 で は

､

数量関係 に お け る 問題を
､ 関数と い うi7 . 場 に な っ て か

ら の 生徒 の 分析 の 仕方や理解が意味の 理解が不十分 で

ある と の分析をお こ な っ て い る ｡ そ して
､

それを ､ 今

年度の カ リキ ュ ラ ム の 編成に 生か して きた ｡

中学校全学年の 理 科N R T の 結果

%

5 0

4 0

3 0

2 0

1 0

0
∫∫

l

虹 - 丁■■■■■ー

1 2 3 4 5

標 準 得 点 の 段階

また ､ 平成1 5 年度学年末に お こ な っ た C R T の 結果 ､ 得点率は各教科とも全国平均と比較して 高い

値を示し て い る こ とが わか っ た｡ 本校国独自 の 科学教育を推進して も学習指導要領の 内容は十分達成

できて い る と言え る ｡

中学校 1 年生 C R T 学力検査の 結果

平 均 得 点 率

o o

9 0

8 0

7 0

6 0

5 0

4 0

3 0

2 0

ーO

o

ー

Bl

社 会 数学 理 科 英語

■全 国 口 中学 校
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得 点 率

0

0
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② 標準学力テ ス トと共通意識調査結果の 関連

右は小学校 の デ
ー

タ で ､ 標準学力 テ ス ト

(算数 ､ 理科 の C R T ) を縦軸に ､ 意識調

査 の ｢ 科学的な感性｣ 得点､
｢ 科学的なも

の の 見方 ･ 考え方｣ 得点の平均を横軸 に と

り､ そ の ちらばりを表したも の で あ る ｡

ちらばりか ら分かるように
､

かなり の 子

どもが右上す なわち
､ 標準学力 テ ス ト

､ 意

識調査 の 双方で 高 い 数値である こ とを表し

て い る ｡

また学力群で 比較する と
､ 高学力群 の 子

どもは
､ 科学的なも の の見方 ･

考え方の平

均得点が高くな っ て い る ｡

こ れら の こ とから ､ ｢ 科学的な感性｣｢ 科

学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ は学力と の 関

連があり､ ｢ 科学的な感性､ 科学的なも の

の見方 ･ 考え方｣ の は ぐくみを目指す こ と

に より､ 基礎学力 の 向上 に つ なが る と い う

こ とが言えそうで ある ｡

今後 こ の ような仮説をもちながら ､ 経年

比較を行 い ｢ 科学的な感性､ 科学的なも の

の 見方 ･ 考え方｣ をはぐく む教育課程 の 有

効性 に つ い て 明らか に して い きた い ｡
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Ⅲ 科学牡書にt 点をt いた壬携故事■程の成JL と甘且

附属長岡校固として 初め て本格的に 連携研究 に踏み込ん だ｡ 時代 の 要請や生徒 の 実態等から連携 の 軸を科

学教育 に定め研究を進め てきた ｡ 幼稚園 ･ 小学校 ･

中学校 で 連携研究を進め て い く に は
､ 幾つ も の 壁があ る

が
､

一

歩
一

歩乗り越 え研究を進め て きた｡

幼 ･ 小 ･

中 の 教師が互 い に保育 ･ 授業を参観す る 中 で
､ 様 々 な年齢 の 子どもたち の 特性や学習 に取り組む

様子､ 各 々 の 教師の 保育 ･ 授業 の 進 め 方等を知る こ とが で きた｡ 学び の 連続性を意識しながら教師が自分 の

授業 の 在り方を考え直して い く こ とが連携 に は極め て 重要で あ る ｡ 幼稚園 ､
小学校､

中学校の 間 に は
､ 求め

る子 ども の 姿 の 違 い
､ 教師 の 授業 ス タ イ ル の 違 い

､ 子どもたち の 反応 の 違 い
､ など多く の 違い が あ る ｡ 子 ど

もたち に と っ て はそ の 違 い が マ イナ ス とな る こ とがあ る ｡ 子 ども に と っ て滑らかな
､
連続性の ある1 2 年間 の

学びを デ ザイ ン した い と い う願 い を も っ て連携研究 に取り組ん できた｡

以下 ､ 第 1 年次の 研究計画で 示した 5 つ の 研究課題 に即 して 成果と課題 を述 べ て い く｡

1 研究組織の編成と運営及び評価

研究が進む に つ れ て組織も変わ っ てきて い る ｡ 科学教育推進委員会や幼小接続期推進委員会 の 発足 ､ 評

価 グル
ー プ の 組織 に おける位置 づ け の 明確化な どが具体的な成果で あ る ｡ しかしながら

､ 現 実に は
､ 組織

が複雑に な っ て きて おり ､ 会合を持 つ こ とが困難に な っ て い る ｡ 構成員の再編成ととも に ､
メ ー

ル な どに

よ る 会合の簡略化を図 っ て い く こ とも今後､ 考慮し て い く ｡

2 新設数料の 新設の趣 旨 ･ 基本方針 ･ 目標の 設定及 び時数増教科の 時数増の 趣 旨 ･ 基

本方針 ･ 目標の 設定

研究の当初 ､ 幼稚園 ･ 小学校 ･ 中学校それぞれ で子 ども の 実態 ､ 現行指導要領の 問題点などを基 に ､ 新

設教科や時数増教科 の 在り方を検討して きた｡ そ の ため に 各校 レ ベ ル で は新設教科や時数増教科 の ね ら い

等は明確で あ っ たが ､ 校園全体と して は 一 貫性が な い 状態で あ っ た｡ そして 幼 ･ 小 ･ 中で関連を求め て 話

し合う こ とから実質的な連携研究が始ま っ たと言え る ｡

附属長岡校園の 目指す科学教育を実験 ･ 観察 の 充実 に より ､ 実感を伴 っ た自然科学 の 概念の形成を目指

す教育 ､ 及 び自然科学 の概念を生活や人間社会と の 関連等からとらえ直し
､

こ れから の 科学 の 在り方を求

め て い く教育と定めた ｡
こ の 方向 に沿 い ながら ､ 各校で の 教科同士 の 横 の つ ながりと

､ 幼 ･ 小 ･ 中 の 縦の

つ ながり の 両面を考慮しなが ら
､ 教科 の趣旨 ･ 基本方針 ･ 目標な どを明確に し

､ それらを提案する に 至 っ た｡

3 ｢ 科学的な感性. 科学的な科学的な もの の 見方 ･ 考え方｣ の 教科等で の とら えの 設

定とその はぐくみの 評価

(1) とらえ の設定

校園 の 目指す科学教育を実現す る た め に
､ 保育活動 ･ 学習活動 に お い て は

､ ｢ 科学的な感性､ 科学的

なも の の 見方 ･ 考え方｣ の は ぐくみを目指して きた｡ 校園全体とし て大きくとらえた ｢ 科学的 な感性 ､

科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の とらえを各教科等が実践を積み なが らどう教科 レ ベ ル で とらえ て い く

かが今年度の 課題 で あ っ た｡ 各教科毎 に とらえたも の をもと に
､ 幼椎固から中学校 へ の 段階 的なはぐく

み を目指すと い う視点で 見直しを図り
､ 現時点で p 2 2 の とらえを提案する に 至 っ た｡ こ の とらえは現時

点 の も の で あり ､ 今後も検討を続け て い く も の で あ る ｡

(2) 評価の 観点の設定

｢ 科学的な感性｣｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を評価 の 観点とし て 設定し､ 他の 観点と の 相関が見

えやす い よう に ､ 観察対象児 に つ い て の プ ロ フ ィ
ー

ル 表を作成 した ｡ しかしながら感性と意欲 ･

関心
･
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態度 の 違 い など
､ 評価規準 の 設定に 関 して ､ 教科の 枠を超え て検討しなけれ ばなら な い 点が出 て き て い

る ｡ 今後､ 観察対象児 の プ ロ フ ィ
ー

ル を単元 ご と に作成 し､ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考

え方｣ の はぐくみ に つ い て考察を深め て い く必要があ る ｡

( 3) ｢ 科学的 な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の 評価

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を評価する方法 の 開発が今年度 の 大きな課題 で あ っ

た｡ ポ ー

ト フ ォ リオを活用し
､ 子 ども の記述から評価す る方法や実際 に ｢ 科学的な感性､ 科学的なも の

の 見方 ･

考え方｣ を働かせながら課題 を解決で きる か どうかを テ ス ト に よ っ て評価する方法などを開発

して きた ｡ い く つ かの 教科 に お い て パ フ ォ
ー マ ン ス テ ス トが実施され ､ 大きな

一

歩を踏み出したと感 じ

て い る ｡ しかしながら
､ 実施した パ フ ォ

ー マ ン ス テ ス ト の 妥当性､ 有効性 に つ い て は
､ 今後の 課題 と言

え る ｡ また ､ ポ
ー

ト フ ォ リオ に つ い て も ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の 評価方法と

して 活用 する に は
､ 記述 の させ方に 一 層の 工 夫が必要である と考えて い る ｡

4 科学に関わる教科の連携カリキ ュ ラム の作成

学習内容 の 系統性を図りなが ら
､ 連携活動 ･ 単元関連表を作成する こ とが できた｡ しか しながら

､ ｢ 科

学的な感性､ 科学的なも の の見方 ･

考え方｣ の段階的なはぐくみ に つ い て まだ明確 に示す こ とは できて い

か -
｡ また

､ 科学 に関わる教科等を 3 つ の 連携グ ル
ー

プ に分けて研究を推進し て い る が ､ 3 つ の連携が｢ 科

学的な感性や科学的なも の の見方 ･ 考え方｣ の はぐくみ と い う点で どう関連を図 っ て い く の かを明確にす

る こ とも課題 で ある ｡

5 連携教育課程の編成と評価

本研究の 1 つ の 課題 とし て ､ 科学 に重点を置 い た教育課程を実施 して い る 中で
､ 人間形成と い う点で ど

う バ ラ ン ス 良く子 どもたちを育て て い くか
､

と い う課題がある ｡ 校園の教育課程全体図 で示したように ､

科学 に 重点を置き つ つ も ､ 教育課程 の 中心 は生き方の教育､ 心 の教育 であり､ 子どもたち の 生き方や人と

し て の 在り方 に結び つ く科学教育を実践し て い くこ とを目指 して い る｡ 例えば
､ 中学校の新設教科で ある

｢ 科学/ 技術科｣ で は､
こ れから の社会に求められる科学や技術は どうある べ きかを倫理観､ 道徳観をは

ぐくみ ながら考え て い くこ とをねら い の
一

つ とし て い る ｡ /ト学校 の 新設教科 ｢ 科学探究科｣ で は
､ 身近な

事象を科学的に ､ 技術的 に とらえる だけ で なく歴史的､ 文化的に ､ ま た､ 実生活と の つ ながりからとらえ

る こ とから ､ そ の事象 に村す る価値観を変容させ
､ 自分の 生き方を考え て い くこ とを目指して い る ｡ こ れ

ら の 新し い 試み に より
､

どの ような成果があ っ たの か検証しなが ら バ ラ ン ス の とれた教育課程編成を目指

して い く ｡

｢ 科学的な感性､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の はぐくみ と い う視点から の連携教育課程 の 評価はま

だ ､ 基礎デ
ー

タ収集の 段階であり ､ 連携教育課程実施 に 関する考察は平成1 6 年度末 の当校園及び他校 の 実

態調査 の 結果を踏ま えて 述 べ て い く こ ととする ｡
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